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●● 公共交通政策の試合石！ 

．スク”ルバスを活用した有償 
実証実験を実施

元錐度三船会計 

砧在予算案を可決 
令和元年度の一般会計補正予算案（第 

3号・第4号）を全員賛成で可決しまし 
た。累計額は576億8千万円となります。 

主な事業は次のとおりです。 
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、
一
戦
高
宮
高
音
了

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
核
と
な
っ

て
い
る
大
森
病
院
を
「
公
立
病
院
等

の
再
編
、
統
合
を
検
討
す
べ
き
病
院
」

の
ひ
と
つ
に
挙
げ
た
こ
と
は
完
全
に

矛
盾
し
て
お
り
、
全
く
も
っ
て
理
解

不
能
で
す
。

「
現
場
」
を
見
ず
に
机
上
の
論
理
に

終
始
す
る
国
の
姿
勢
に
対
し
、
横
手

市
議
会
は
強
く
抗
議
し
、
地
域
に
必

要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
大
森
病
院

の
再
編
・
統
合
検
討
に
反
対
し
ま
す
。

1
2
月
定
例
会
が
1
1
月

2
6
日
～
1
2
月
1
1
日
の
会

期
で
行
わ
れ
、
最
終
日

の
本
会
議
で
厚
生
労
働

省
が
市
立
大
森
病
院
に

対
し
て
、
再
編
・
統
合

の
検
討
を
促
し
た
こ
と

に
反
対
す
る
陳
情
3
件

を
全
員
賛
成
で
採
択
し

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
関
連

し
て
立
身
万
千
子
・
厚

生
常
任
委
員
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
　
「
厚
生
労
働

省
に
よ
る
、
地
域
事
情

を
考
慮
せ
ず
、
診
療
実

績
な
ど
の
画
一
的
な
基

準
に
よ
り
行
わ
れ
た
市

立
大
森
病
院
の
再
編
、

か
ね
て
よ
り
、
西
部

地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
要
望
の
あ
っ
た

「
市
立
大
森
病
院
ま
で

の
公
共
交
通
の
確
保
」

に
つ
い
て
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
空
き
時
間
を
活

用
し
て
の
実
証
実
験
を

実
施
す
る
た
め
の
関
係

条
例
改
正
案
を
最
終
日

の
本
会
議
に
お
い
て
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た。

こ
れ
は
、
福
地
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

¢
大
森
病
院
の
路
線
を

統
合
を
促
す
公
表
に
強
く
抗
議
し
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
医

療
の
構
築
を
求
め
る
決
議
」
案
を
全

員
賛
成
で
可
決
、
国
と
県
に
対
し
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
が
自
ら
推
進
す
る
地

1
日
当
た
り
2
往
復
（
月
曜
日
・
木

曜
日
）
　
す
る
も
の
で
す
。
期
間
は
2

月
～
令
和
3
年
3
月
ま
で
で
利
用
料

金
は
一
律
2
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

地
域
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
公
共

交
通
政
策
の
試
金
石
と
な
る
事
業
で

す
の
で
、
状
況
を
注
視
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。


